
１　中期経営目標達成に向けたサービス向上・利用促進等の取組

 (1)　実績

 (2)　令和４年度における取組内容の見直し等

　中期経営目標
　（H30～R4）

・利用者数（ヨット・ボート）については現状の水準を維持します。
・利用者アンケートによる満足度は、引き続き９５％以上を維持します。

項　目 実施内容

①　サービス向上・利用
    促進

施設の使用受付、案内等の接遇向上
　・　従業員全員に対し、気象、海象状況の把握を徹底
　・　利用者心得等の配付
　・　出港問い合わせへの気象・海象状況案内

利用者の苦情・意見の把握・対応
　・　利用者アンケートの実施（延１１通）
　・　ホームページで対応
　・　利用者ニーズの反映

周辺地域、関係機関との連携・協同の推進
　沿岸、海難事故等に関する救助活動等レスキュー艇での連携

その他特記事項
　・年間を通じ好天日は、７時４５分に出勤

滝港マリーナの令和３年度管理状況

　施設所管課 土木部港湾課

　施設管理者
　有限会社　プロジェクトドゥ
　代表取締役　中田　隆夫

　指定期間 　平成３０年４月１日～令和５年３月３１日

②　広報活動

自主事業の企画・実施
　・ヨット大会の実施（６月～１１月）
　
施設の情報提供
　・フェイスブック・ホームページの運営・更新

実施内容

様式２様式２



２　中期経営目標の進捗状況

※基準値は中期経営目標における基準値

＜利用者数、貸館稼働率など利用指標に係る増減理由＞

＜利用者アンケート結果（令和3年9月・11月実施　有効回答数12件）＞

(1) 利用者数（人） 6,443人 6,068人 4,503人 5,053人 112.2% 78.4% 6,200人

測定指標
H27～H30

平均
(基準値)

R1年度 R2年度 R3年度 前年度比 基準値比 R4年度
(目標値)

利用者サービス(%) 100.0 100.0 100.0 100.0 .0㌽ .0㌽ 95.0

(3) 利用者アンケー
ト
　　における満足度

項　目
回　答

良い 概ね良い やや悪い 悪い

3.10㌽ 95.0

指　標 対前年度増減理由 対基準値増減理由

　利用者数
大会開催や天候の影響により利用
者数は変動するが、概ね横ばいで
推移している。

新型コロナウイルスの影響により利
用者数が減少した。

施設の維持管理(%) 96.9 100.0 100.0 100.0 .0㌽

　利用者サービス(%) 88.7 11.3 0.0 0.0

　施設の維持管理(%) 95.7 4.3 0.0 0.0



３　施設等の維持管理

４　管理運営体制

５　収支状況

 (1)　使用許可等の状況

（単位：件）

 (2)　使用料の収入実績（利用料金の収入及び減免の状況）

（単位：千円）

項　目 実施内容

(1) 清掃 艇置場・公衆トイレ等委託

(2) 設備保守点検
クレーン・フォークリフト等の点検整備
係船・着岸時の指示
管理棟など施設点検・整備

項　目 実施内容

(1) 緊急時の対応・安全
　　管理などの危機管理

・緊急連絡系統図の作成と徹底
・救難所との連携

(2) 個人情報の管理状況 個人情報の外部漏えい防止策の徹底

管理棟・艇庫の警備を業者に委託(3) 警備

(4) 小規模修繕 管理棟など施設の修繕

会議室 3 0

マリンクレーン 1,947 0

項　目 許可件数 不許可件数 不許可理由

ボート艇置場 125 0

その他（電気・水道） 410

　合　計 14,337 3,711

ボート艇置場 11,497 517 教育的観点および防災の観点より

マリンクレーン 1,805

艇　庫 141 2,832 教育的観点より

会議室 11

給水・シャワー 183

ヨット艇置場 18 0

艇　庫 63 0

ヨット艇置場 290 362 教育的観点より

　合　計 2,156 0

項　目 収入額 減免額 減免理由



 (3)　収支決算

（単位：千円）

６　利用者からの意見、苦情、要望

７　事故、故障等

８　その他報告事項など

　利用料収入 14,337 　光熱水費 1,656

　その他 511   修繕費 339

収　入 支　出

　指定管理料 　人件費 6,669

　合　計　　① 14,848 　合　計　　② 14,848

　収支差額　①－② 0

　その他 4,024

　県納付金 2,160

年　月 内　容 対　応

令和3年9月・11月休日等開始時間を早めてほしい。 好天日は営業時間を延長している。

年　月 内　容 対　応

令和3年9月・11月
夏場や天候の良い日など前日に係留
する場所がない時もあるので、もう
１本桟橋を作っていただきたい。

県に連絡した

なし



９　評価結果

○　評価基準
　　　Ａ（優）　：仕様書等に定める水準を大いに上回っており、その結果、優れた実績をあげている
　　　Ｂ（良）　：仕様書等に定める水準を上回っている
　　　Ｃ（可）　：概ね仕様書等に定める水準どおり実施されている
　　　Ｄ（不可）：仕様書等に定める水準を下回っており、改善を要する部分がある

○　総合評価
　　　Ａ（優）　：優れた管理運営がなされており、かつ、十分な実績をあげている
　　　Ｂ（良）　：優れた管理運営がなされている
　　　Ｃ（可）　：適正な管理運営がなされている
　　　Ｄ（不可）：改善が必要である

10　助言・指摘事項

評価項目 評価 所見（工夫・改善点）

(1) 中期経営目標の達成に向
　　けたサービス向上・利用
　　促進等の取組

B

・ホームページやFacebookを活用しイベント等の情報
を発信することにより、広い年齢層を対象とした広報
活動を行っている。

・利用者の多い時期（夏期）に営業時間の延長を実施
し、サービスの向上、利用促進に努めている。

総合評価 B ・施設の設置目的にあった管理運営がなされている。

(2) 施設等の維持管理 B

・クレーン、フォークリフト等の点検整備、公衆トイ
レ等の清掃委託により、適切な維持管理が行われてい
る。

・管理棟及び艇庫の夜間における警備委託や、盗難防
止のために防犯カメラを設置するなど、２４時間体制
で監視を行っている。

(3) 管理運営体制 B

・安全管理者など、必要な職員の配置がなされてお
り、適切な管理体制が構築されている。
・職員に対して業務に関する研修・講習が十分なされ
ている。
・救難所との連携維持に努めている。
・「滝港マリーナ利用者心得」を作成・配布すること
により職員、利用者の意識向上を図っている。


